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無
償
譲
渡
を
行
う
土
地
は
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
る
譲
渡
事
業
に
よ
り
、
民
間
の

企
画
力
や
販
売
力
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、

移
住
定
住
の
受
皿
不
足
の
効
果
的
な
解
消
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
進
め
る
旧
新
町
団
地
跡

地
の
活
用
事
業
に
関
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
譲
渡
地
に
は
、
４
戸
の
賃
貸
集
合
住

宅
が
２
棟
、
分
譲
地
８
区
画
が
整
備
さ
れ
る
予

定
で
、
い
ず
れ
も
令
和
８
年
度
中
に
入
居
、
販

売
の
募
集
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
分
譲

地
は
、
更
に
４
区
画
の
分
譲
が
可
能
な
区
画
を

設
け
、
販
売
状
況
を
踏
ま
え
て
第
２
次
分
譲
と

し
て
販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　　
土
地
や
建
物
が
整
備
さ
れ
た
場
合
、
町
の
税

収
と
し
て
、
い
く
ら
見
込
め
る
か
。

　
１
年
単
位
で
の
見
込
み
は
、
固
定
資
産
税
、
住

民
税
、
交
付
税
な
ど
を
合
わ
せ
る
と
、
お
よ
そ
２
、

０
０
０
万
円
程
度
と
試
算
し
て
い
る
。

　

比
布
中
央
学
校
で
使
用
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
複
数
年
か
け
て

整
備
し
ま
し
た
が
、
耐
用
年
数
が
５
年
程
度
で

あ
り
、
毎
年
故
障
が
増
え
て
い
る
た
め
更
新
す

る
も
の
で
す
。

⑴
取
得
す
る
財
産
　

　
学
習
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（iPad

）
等
１
６
１
台

⑵
取
得
金
額

　
７
、７
９
２
、４
０
０
円

　iPad

を
選
ば
れ
た
理
由
は
。

　
こ
れ
ま
でi

P
a
d

を
使
用
し
て
き
た
経
緯
を

踏

ま

え
、W

i
n
d
o
w
s

・
C
h
r
o
m
e

・i
P
a
d

の
３
種

類
を
比
較
・
検
討
し
た

結
果
、iPad

は
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
と
し
て
直
接
的

な
操
作
性
が
優
れ
て
い

る
と
の
評
価
が
あ
る
こ

と
か
ら
選
定
し
た
。

複
合
庁
舎
建
設
な
ど
議
案

複
合
庁
舎
建
設
な
ど
議
案
2626
件
を
審
議

件
を
審
議

複
合
庁
舎
建
設
な
ど
議
案
26
件
を
審
議

ＱＡ

令
和
８
年
第
２
回
議
会
定
例
会
及
び
第
３
回
議
会
臨
時
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
主
な
審
議
内
容
を
６
つ
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

議案審議

第２回定例会
第３回臨時会

pickup1 議案第 13 号 財産の無償譲渡について

　

国
民
健
康
保
険
は
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
都

道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、
市

町
村
ご
と
の
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
を

決
定
し
、
市
町
村
は
保
険
税
を
賦
課
、
徴
収
し
、

都
道
府
県
に
納
付
金
と
し
て
納
め
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
納
付
金
を
納
め
る
に
あ
た
り
、
比
布
町
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
お
い
て
審
議
い
た
だ

き
、
令
和
８
年
度
の
保
険
税
率
等
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

　
税
率
等
の
詳
細
は
、
広
報
ぴ
っ
ぷ
７
月
号
（
７

ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
町
の
基
金
を
投
入
し
な
い
と
の
こ
と

だ
が
、
今
後
基
金
を
ど
の
よ
う
に
消
化
し
て
い

く
予
定
か
。

　
令
和
８
年
分
所
得
が
下
が
る
場
合
は
、
令
和

９
年
度
国
保
税
算
定
時
に
基
金
の
充
当
が
考
え

ら
れ
る
。

議
員
の
質
疑
・
町
の
回
答

移
住
定
住
の
促
進
に
向
け
て

旧
新
町
団
地
跡
地
を
無
償
譲
渡

〈
第
２
回
議
会
定
例
会
〉

学
習
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
し
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
購
入

〈
第
２
回
議
会
定
例
会
〉

議
員
の
質
疑
・
町
の
回
答

国
民
健
康
保
険
税
率
等
を
改
正

〈
第
２
回
議
会
定
例
会
〉

議案第 14 号 財産の取得についてpickup２

議案第 19 号 比布町国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてpickup３

議
員
の
質
疑
・
町
の
回
答

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
補
助
及
び

比
布
駅
前
観
光
看
板

（
鳥ち

ょ
う
か
ん
ず

瞰
図
）
更
新
の
た

め
、
観
光
協
会
へ
の
補

助
金
を
２
２
０
万
円
増

額
補
正
す
る
も
の
で

す
。

〈
第
２
回
議
会
定
例
会
〉

※
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式

　
建
物
の
設
計
と
施
工
を
単
一
の
事
業
者
に
一
括

し
て
発
注
す
る
方
式
。

比
布
駅
前
観
光
看
板
を
更
新

〈
第
３
回
議
会
臨
時
会
〉

複
合
庁
舎
建
設
に
伴
う

　
　
　
各
事
業
費
を
増
額
補
正

議案第 20 号 一般会計補正予算（第２号）pickup４

議案第３号 一般会計補正予算（第１号）pickup６

議案第 20 号 一般会計補正予算（第２号）pickup５
　

あ
そ
か
苑
大
規
模
改

修
工
事
に
係
る
補
助
金

と
し
て
当
初
予
算
に
計

上
し
て
い
ま
し
た
が
、

社
会
情
勢
に
よ
り
、
資

材
等
の
高
騰
に
よ
る
工

事
費
用
の
上
昇
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
２
、

７
２
０
万
円
を
増
額
補

正
す
る
も
の
で
す
。

〈
第
２
回
議
会
定
例
会
〉

あ
そ
か
苑
大
規
模
改
修
に
係
る

　
　
　
　
補
助
金
を
増
額
補
正

　
複
合
庁
舎
建
設
に
伴
い
、
下
記
表
の
と
お
り

補
正
す
る
も
の
で
す
。

　
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
を
取
り
入
れ
る
メ

リ
ッ
ト
が
不
明
確
。
今
後
、
こ
の
方
式
が
変
更

に
な
っ
た
場
合
、
地
域
未
来
交
付
金
が
使
え
な

く
な
る
懸
念
は
な
い
か
。

　
補
助
金
は
事
業
実
施
に
対
す
る
も
の
の
た
め
、

基
本
的
に
問
題
な
い
と
考
え
る
。
デ
ザ
イ
ン
ビ

ル
ド
方
式
を
選
定
し
た
理
由
は
、
工
期
短
縮
と

住
民
生
活
へ
の
配
慮
、
建
設
費
の
見
通
し
が
立

て
や
す
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
新
庁
舎
建
設
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
特
に
光
熱

費
な
ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
削
減
効
果
を
具

体
的
に
示
し
て
ほ
し
い
。

　
施
設
の
一
括
化
に
よ
り
、
光
熱
水
費
を
含
め

て
年
間
２
、
０
０
０
万
円
程
度
の
削
減
が
見
込
ま

れ
る
。
ま
た
、
早
期
建
設
に
よ
り
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
の
削
減
に
加
え
、
資
材
価
格
の
上
昇

抑
制
も
期
待
で
き
る
。

議
員
の
質
疑
・
町
の
回
答

事業名等 補正金額 摘要

地 域 未 来 交 付 金 １億２，３１４万７千円の増 実施設計及び解体工事に係る歳入財源補正

庁舎等整備基金繰入金 ９２６万４千円の増 実施設計及び解体工事に係る歳入財源補正

繰 越 金 ２９２万円の増　実施設計及び解体工事に係る歳入財源補正

備荒資金組合納付還付金 ２，８８０万円の増 実施設計及び解体工事に係る歳入財源補正

複 合 庁 舎 建 設 事 業 債 ３億９，７００万円の増 実施設計及び解体工事に係る歳入財源補正

情 報 化 促 進 事 業 ２２３万９千円の増
福祉会館解体に伴い、教育委員会等の仮事務所として改修す
る図書館に業務用ネットワーク回線を整備するための補正

複 合 庁 舎 建 設 事 業 ５億４，８１９万５千円の増
複合庁舎の実施設計業務、福祉会館、ひまわり荘及び役場赤
レンガ書庫解体など既存施設撤去工事のための補正

図 書 館 管 理 事 業 １，０６９万７千円の増 教育委員会及び社会福祉協議会仮事務所の整備に係る補正

歳
　
入

歳
　
出

ＱＱ ＡＡ

▲比布駅前観光看板（鳥瞰図）▲特別養護老人ホームあそか苑施設内
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　９月定例会では、令和７年度の決算審査を行う
「決算特別委員会」が開かれます。

　委員会では、町のお金の使われ方などを質疑を通

じて明らかにし、より一層適正で効率的な使い方を

議論します。

　詳しい日程は、無線放送等でお知らせしますの

で、お気軽に傍聴にお越しください。

次回の議会定例会は 9月上旬です！

お知らせ

■第２回議会定例会（令和８年６月 18 日開催）議決結果■

件　　　　名 結　　果

報告第　１号　令和７年度比布町一般会計繰越明許費繰越計算書について 報　　告

報告第　２号　令和７年度比布町簡易水道事業会計予算繰越計算書について 報　　告

報告第　３号　令和７年度比布町公共下水道事業会計予算繰越計算書について 報　　告

議案第　１号　農業委員会委員の任命について 同　　意

議案第　２号　農業委員会委員の任命について 同　　意

議案第　３号　農業委員会委員の任命について 同　　意

議案第　４号　農業委員会委員の任命について 同　　意

議案第　５号　農業委員会委員の任命について 同　　意

議案第　６号　農業委員会委員の任命について 同　　意

議案第　７号　農業委員会委員の任命について 同　　意

議案第　８号　農業委員会委員の任命について 同　　意

議案第　９号　農業委員会委員の任命について 同　　意

議案第１０号　農業委員会委員の任命について 同　　意

議案第１１号　農業委員会委員の任命について 同　　意

議案第１２号　北２丁目道路改良工事請負契約の締結について 原案可決

議案第１３号　財産の無償譲渡について 原案可決

議案第１４号　財産の取得について 原案可決

議案第１５号　比布町監査委員条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第１６号　比布町長等の損害賠償責任の一部の免責に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第１７号　比布町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第１８号　比布町税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第１９号　比布町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第２０号　令和８年度比布町一般会計補正予算（第２号）について 原案可決

議案第２１号　令和８年度比布町国民健康保険特別会計補正予算（事業勘定）（第１号）について 原案可決

議案第２２号　令和８年度比布町介護保険特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

意見書案第１号　 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求　

　　　　　　　める意見書の提出について

採　　択

■第３回議会臨時会（令和８年５月 20 日開催）議決結果■

件　　　　名 結　　果

議案第１号　専決した事件の承認について 原案可決

議案第２号　新町団地１条道路ほか改良工事請負契約の締結について 原案可決

議案第３号　令和８年度比布町一般会計補正予算（第１号）について 原案可決

　佐藤康則議長が北海道町

村議会議長会から自治功労

者（勤続 15 年以上）とし

て表彰され、６月 18 日開

会の第２回定例会の席上で

今井明信副議長から表彰状

が伝達されました。

北海道町村議会議長会表彰
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部活動の地域展開について

一般質問 ズバリ！ ここが聞きたい

三浦教育長

　今後も広域的な連携を図りながら
　持続的な活動体制の構築に取り組む

□
質
問
・
今
井
議
員

　
部
活
動
の
地
域
展
開
は
、
教
職
員
の
負

担
軽
減
や
持
続
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

環
境
の
確
保
を
目
指
し
て
現
在
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
課
題
も
あ
る
と
伺
い
ま

す
。
現
在
、
比
布
中
央
学
校
の
生
徒
が
活

動
を
し
て
い
る
５
部
活
動
（
野
球
・
卓
球
・

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
剣
道
・
吹
奏
楽
）
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て
、
本
町
が
進
め
る
部

活
動
の
地
域
展
開
の
姿
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
質
問
し
ま
す
。

❶
５
部
活
動
の
現
在
の
状
況
と
移
行
へ

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

❷
地
域
の
指
導
者
や
民
間
企
業
に
よ
る

練
習
の
「
内
容
」
や
「
質
」
が
変
わ
る

こ
と
も
予
測
さ
れ
る
が
子
ど
も
達
へ
の

対
応
・
ケ
ア
に
つ
い
て
。

❸
地
域
ク
ラ
ブ
移
行
後
の
運
営
責
任
に

つ
い
て
。

■
答
弁
・
三
浦
教
育
長

　

本
町
の
部
活
動
の
地
域
展
開
に
つ
い

て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
及
び
文
化
庁
が
策

定
し
た
「
部
活
動
改
革
及
び
地
域
ク
ラ

ブ
活
動
の
推
進
等
に
関
す
る
総
合
的
な

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
生
徒
の

ニ
ー
ズ
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
活
動

機
会
の
確
保
を
図
る
た
め
、
近
隣
町
と

連
携
・
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
町
外
で
の

活
動
に
参
加
す
る
選
択
肢
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

今
後
は
保
護
者
の
理
解
を
得
な
が
ら

指
導
者
及
び
活
動
場
所
の
確
保
、
実
施

主
体
の
整
備
、
活
動
へ
の
支
援
等
を
進

め
、
体
制
が
整
っ
た
部
活
動
か
ら
順
次

地
域
展
開
へ
移
行
し
、
令
和
10
年
度
ま

で
に
全
て
の
部
活
動
の
地
域
展
開
へ
の

移
行
を
目
指
し
ま
す
。

　

❶
既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導

者
等
と
現
在
、
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
年
４
月
に
は
剣
道
部
を
廃
止
し
、
剣

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
活
動
を
担
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
吹
奏
楽
部
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
会
を
主
体
と
し
た
運

営
体
制
に
よ
る
地
域
展
開
を
目
指
し
て

お
り
、
令
和
９
年
度
か
ら
の
移
行
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
時
点

で
見
通
し
が
立
っ
て
い
る
の
は
二
つ
で

す
が
、
そ
の
他
の
部
活
動
に
つ
い
て
は
、

部
員
数
が
減
少
し
て
お
り
、
推
移
を
見

な
が
ら
対
応
を
進
め
ま
す
。

　

❷
指
導
者
の
質
の
確
保
・
向
上
に
つ

い
て
は
、
養
成
及
び
資
質
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

　

❸
地
域
展
開
後
の
活
動
主
体
に
つ
い

て
は
、
学
校
で
は
な
く
、
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
や
文
化
ク
ラ
ブ
、
各
種
競
技

団
体
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多

様
な
形
態
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
系
の
活
動
は
、
現
在
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
と
同
様
に
、
指
導

者
等
が
運
営
責
任
者
と
な
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
化
系
の
活

動
は
、
保
護
者
会
を
主
体
と
し
た
運
営

体
制
も
想
定
し
て
お
り
、
受
け
皿
と
な

る
団
体
が
責
任
を
持
っ
て
運
営
を
担
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

□
今
井
議
員
　
町
内
外
の
指
導
者
の
人

材
発
掘
に
つ
い
て
、
指
導
者
に
よ
る
体

罰
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
へ
の
監
視
・

指
導
・
罰
則
の
対
応
に
つ
い
て
、
教
育

委
員
会
と
し
て
今
後
ど
う
考
え
ま
す
か
。

■
三
浦
教
育
長
　
剣
道
部
は
、
少
年
団

の
指
導
者
が
豊
富
に
い
る
た
め
、
そ
の

方
々
に
依
頼
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

吹
奏
楽
部
は
、
現
指
導
者
が
継
続
し
て

担
当
す
る
見
通
し
が
つ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
活
動
は
、
教
職
員
の
活
用
も

含
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
後
、
体
罰
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為

が
発
生
し
た
場
合
、
町
内
外
を
問
わ
ず

に
教
育
委
員
会
と
し
て
把
握
し
、
窓
口

と
な
り
各
団
体
と
対
応
し
ま
す
。

□
今
井
議
員
　
指
導
者
等
の
運
営
責
任

に
つ
い
て
、
学
校
保
健
安
全
法
は
学
校

外
の
活
動
で
あ
っ
て
も
、
生
徒
の
健
康

診
断
や
安
全
教
育
の
実
施
、
学
校
施
設

利
用
等
の
安
全
点
検
を
通
じ
て
教
育
委

員
会
が
子
ど
も
達
を
管
理
す
る
と
の
内

容
で
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
の
整
合
性

も
含
め
て
、
教
育
委
員
会
の
運
営
責
任

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

■
三
浦
教
育
長
　
す
べ
て
の
団
体
に
学

校
保
健
安
全
法
が
適
用
さ
れ
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
地
域
認
定
ク
ラ
ブ
に
な
る

に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
怪
我
を
し
た

場
合
の
補
償
は
、
町
で
の
活
動
と
同
様

に
今
後
も
補
償
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

今
いま

 井
い

　明
あき

 信
のぶ

　議 員
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ま
せ
ん
。

　

ぴ
っ
ぷ
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
現
在
は

外
来
の
み
の
対
応
で
す
が
、
入
院
や
検

査
が
必
要
な
場
合
は
、
元
生
会
（
森
山

病
院
）
及
び
旭
川
市
の
５
大
病
院
等
と

連
携
し
、
必
要
な
医
療
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
85
歳
以
上
が
増
加
す
る

２
０
４
０
年
頃
に
は
、
在
宅
を
中
心
に

入
退
院
を
繰
り
返
し
、
終
末
期
に
は
看

取
り
を
要
す
る
高
齢
者
を
支
え
る
医
療

を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
際
に

は
、
か
か
り
つ
け
医
機
能
の
確
保
や
在

宅
医
療
の
強
化
、
介
護
と
の
連
携
強
化

等
が
重
要
で
す
。

　

指
定
管
理
者
で
あ
る
元
生
会
に
お
い

て
は
、
在
宅
で
の
医
療
提
供
の
充
実
を

目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
材
の
確

保
や
採
算
性
な
ど
の
課
題
は
あ
り
ま
す

が
、
協
議
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
不
安
な
く
治
療
し
、

地
域
に
戻
っ
て
も
必
要
な
医
療
・
介
護
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
こ
と
は
、
多
く
の
町
民

の
願
い
で
あ
る
と
と
も
に
、
「
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
」

の
実
現
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
本
町
の
優
位
性
を
活
か
し

た
「
一
体
的
な
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
深
化
」
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地域包括ケアシステムの

進化と深化

村中町長

　関係機関等と協議を深め
　一体的な地域包括ケアシステムを目指す

一般質問 ズバリ！ ここが聞きたい

□
質
問
・
佐
藤
議
員

　
２
０
２
５
年
に
は
団
塊
の
世
代
は
後

期
高
齢
者
（
75
歳
）
と
な
り
、
高
齢
者
は

約
３
、
６
２
４
万
人
で
、
総
人
口
に
占
め

る
割
合
（
高
齢
化
率
）
は
29
・
３
％
、
後

期
高
齢
者
だ
け
で
も
２
、
０
０
０
万
人
に

な
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
２
年
の
１
人
当
た
り
の

医
療
費
は
、
65
歳
ま
で
の
平
均
が
18
万
円

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
75
歳
以
上
に
な

る
と
95
万
円
ま
で
膨
れ
上
が
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
必
要
な
医
療
費
が
増
え
れ
ば
財

源
を
補
う
た
め
に
生
産
年
齢
人
口
に
お

け
る
社
会
保
障
費
の
徴
収
が
増
え
る
こ

と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
の
診
療
報
酬
改
定
以
後
、

こ
れ
ま
で
の
急
性
期
病
院
を
中
心
と
し

た
「
病
院
完
結
型
」
の
医
療
か
ら
転
換
し
、

患
者
が
身
近
な
地
域
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医

療
機
関
が
役
割
を
分
担
・
連
携
し
て
、
切

れ
目
の
な
い
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
指
す
の
が
「
地
域
完
結
型
医
療
」
で
す
。

　

比
布
町
で
例
え
る
な
ら
ば
、
ぴ
っ
ぷ
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
元
生

会
と
連
携
、
も
し
く
は
周
辺
医
療
施
設

で
「
訪
問
医
療
・
在
宅
医
療
・
在
宅
療
養
」

が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
早
期
に
実
現

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

小
規
模
自
治
体
と
し
て
の
優
位
性
を
活

か
し
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
で
柔
軟
な
取
り
組
み

と
し
て
「
一
体
的
な
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
確
立
」
を
早
期
に
実
現
す
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

■
答
弁
・
村
中
町
長　

　

本
町
に
お
い
て
は
、
令
和
８
年
３
月

末
現
在
で
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は

43
・
９
％
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
化

率
は
27
・
６
％
と
高
い
状
況
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
、
地
域
の
高
齢
化
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
担
い
手
不
足
の
な
か
、

「
お
互
い
が
見
守
り
あ
う
」
小
規
模
自
治

体
な
ら
で
は
の
地
域
づ
く
り
を
目
標
と

し
、
自
分
や
家
族
、
近
隣
の
方
に
対
し
、

リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
普
及
啓
発
活
動
を
町

民
自
ら
実
施
で
き
る
場
の
提
供
を
行
い
、

介
護
予
防
と
し
て
木
曜
体
操
や
ピ
ピ
リ

ハ
健
康
体
操
事
業
へ
参
加
を
促
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
分
野
に
お
い
て
は
、
特

定
健
診
や
後
期
高
齢
者
健
診
の
実
施
、

健
診
受
診
者
へ
の
個
別
保
健
指
導
や
重

症
化
予
防
の
た
め
の
訪
問
を
行
い
、
地

域
や
通
い
の
場
へ
出
向
き
、
生
活
習
慣

病
予
防
講
話
等
の
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
に
つ
い
て
は
、
平
均
寿
命
が
男

性
で
80
歳
近
く
な
り
、
女
性
で
は
86
歳

を
超
え
る
社
会
で
は
、
複
数
の
疾
病
を

抱
え
る
な
ど
の
特
徴
を
持
つ
老
齢
期
の

患
者
が
多
く
、
病
気
と
共
存
し
な
が
ら

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
維
持
、
向
上
を
目
指
す
医
療
、

住
み
慣
れ
た
地
域
や
自
宅
で
の
自
立
し

た
生
活
の
た
め
の
医
療
、
地
域
全
体
で

治
し
、
支
え
る
、
「
地
域
完
結
型
」
の
医

療
に
シ
フ
ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

佐
さ

 藤
とう

　良
よし

 彦
ひこ

　議 員
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村中町長

　問い合わせや相談による説明に加えて
　紙面等によるわかりやすい周知に努める　

一般質問 ズバリ！ ここが聞きたい

□
質
問
・
遠
藤
議
員

　
比
布
町
で
は
、
道
北
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
な

ど
の
公
共
交
通
機
関
が
利
用
で
き
る
一

方
で
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
旭
川
市
へ

の
通
院
や
買
い
物
な
ど
に
不
安
を
抱
え

る
方
も
多
く
、
ぴ
ぴ
た
く
や
福
祉
有
償

運
送
な
ど
の
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
、

日
常
生
活
を
支
え
る
大
切
な
制
度
で
す
。

　

し
か
し
、
利
用
者
の
中
に
は
、
「
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
の
か
分
か
り

づ
ら
い
」「
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

場
合
の
利
用
条
件
が
理
解
し
に
く
い
」

「
申
し
込
み
方
法
や
利
用
基
準
が
十
分
伝

わ
っ
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か

れ
ま
す
。

　

利
用
者
が
制
度
内
容
を
正
し
く
理
解

し
、
自
分
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
「
利
用
基
準
や

各
サ
ー
ビ
ス
の
分
か
り
や
す
い
周
知
」

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

■
答
弁
・
村
中
町
長

　

利
用
者
の
皆
様
に
は
、
予
約
が
混
ん

で
い
る
場
合
な
ど
は
、
時
間
や
日
程
を

変
更
し
て
運
行
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
問
合
せ
が
あ
っ
た
場
合

は
、
町
・
社
協
に
お
い
て
身
体
状
況
な
ど

の
聞
き
取
り
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
な
げ
て
き
て

お
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
経
由
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

申
請
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

問
合
せ
や
相
談
に
よ
る
説
明
に
加
え

て
紙
面
等
に
よ
る
わ
か
り
や
す
い
周
知

に
努
め
ま
す
。

□
遠
藤
議
員
　
ぴ
ぴ
た
く
の
昨
年
度
１

年
間
の
登
録
者
数
は
２
４
７
人
、
延
べ
利

用
回
数
は
１
、
６
９
７
人
、
全
体
延
べ
利

用
実
績
は
２
１
７
８
回
で
、
昨
年
４
月
か

ら
は
、
ぴ
っ
ぷ
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
の
送
迎
も

始
ま
り
、
医
療
機
関
へ
の
通
院
で
年
間

４
８
０
回
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
金
受
給
日
な
ど
予
約
が
集
中
す
る

際
に
は
、
日
程
の
変
更
を
お
願
い
し
た

り
、
他
の
職
員
で
対
応
し
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
今
後
も
同
様
に
日
程
の
変
更

を
求
め
る
運
用
と
な
る
の
か
、
混
ん
で

い
る
場
合
に
は
職
員
が
対
応
す
る
な
ど
、

町
民
の
要
望
に
応
え
る
の
か
、
改
善
に

向
け
た
考
え
を
伺
い
ま
す
。

■
村
中
町
長　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
で
き
る
限
り
職
員
も
対
応
し
、

利
用
者
の
方
々
の
希
望
に
沿
う
よ
う
な

日
時
に
運
行
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
一
定
の
ご
理

解
も
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

□
遠
藤
議
員
　
他
町
で
は
、
利
用
者
の

不
安
や
疑
問
を
解
消
す
る
た
め
、
「
よ
く

あ
る
質
問
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周

知
し
て
い
ま
す
が
、
本
町
に
お
い
て
も
、

登
録
し
て
い
て
も
利
用
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
方
や
、
利
用
方
法
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
へ
の
支
援
と
し
て
、
周
知

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
第
９
期
高
齢
者
福
祉

計
画
と
介
護
保
険
事
業
計
画
を
実
行
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
お
力
や
役
場
職
員
の
方
、
皆
さ
ん

で
協
力
し
て
、
こ
の
町
を
良
く
し
た
い

と
い
う
方
々
が
一
つ
に
な
る
こ
と
が
、

今
後
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
町
民
も
職
員
も
ウ※

ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
実
現
の
た
め
に
、
幸
福
度
が

高
ま
る
比
布
町
民
で
あ
り
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
町
長
、
保
健
福
祉
課
が
先
頭
に

立
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

■
村
中
町
長　

Ｑ
＆
Ａ
方
式
に
よ
る
周

知
は
、
様
々
な
民
間
の
制
度
で
も
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
積

み
重
ね
の
中
で
質
問
の
多
い
事
項
を
整

理
し
、
プ
リ
ン
ト
に
す
る
と
わ
か
り
や

す
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
状
維
持
で
は
だ
め
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
方
々

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
様
々

な
制
度
改
正
も
行
い
な
が
ら
進
め
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご

指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

遠
えん

 藤
どう

　ハ
は る こ

ル子　議 員

高齢者等移動支援サービスの

わかりやすい周知を

※
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は

　

身
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
良
好
な

状
態
に
あ
る
こ
と
を
指
す
。
単
に
「
病
気

で
は
な
い
」
と
い
う
状
態
で
は
な
く
、
自

分
ら
し
く
、
生
き
が
い
や
人
と
の
良
好
な

つ
な
が
り
を
含
め
た
、
持
続
的
な
幸
福
や

充
実
感
を
意
味
す
る
。
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設
を
現
在
の
運
営
方
法
で
長
期
的
に
維

持
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
新
た
な
形
を
検
討
す
る
時

期
に
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
良
佳
村
の
運
営
に
つ
い
て
、

複
数
の
民
間
事
業
者
が
興
味
を
示
し
て

い
ま
す
の
で
、
い
た
だ
い
た
提
案
を
十

分
に
研
究
し
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。

□
八
巻
議
員
　
現
時
点
で
具
体
的
な
も

の
が
な
い
の
は
重
々
承
知
し
て
い
ま
す

が
、
現
在
、
株
価
が
７
万
円
を
超
え
、

民
間
企
業
に
と
っ
て
の
バ
ブ
ル
状
態
と

な
っ
て
お
り
、
資
金
の
市
場
へ
の
流
入

は
顕
著
で
す
。

　

ぴ
っ
ぷ
良
佳
村
は
、
高
速
を
降
り
て

３
分
で
到
着
す
る
場
所
に
あ
り
、
Ｊ
Ｒ

や
バ
ス
も
通
じ
、
施
設
も
充
実
し
て
い

ま
す
。
今
こ
そ
観
光
業
者
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
企
業
に
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
時
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

■
村
中
町
長　

財
政
的
に
豊
か
で
は
な

い
中
で
、
現
在
、
一
番
新
し
い
リ
フ
ト

で
も
30
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
掛
け

替
え
に
８
億
円
程
度
か
か
り
ま
す
。
ま

た
、
圧
雪
車
も
１
億
円
程
度
必
要
と
な

る
な
ど
、
こ
の
ま
ま
町
営
で
運
営
し
て

い
く
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　

複
数
の
民
間
事
業
者
が
興
味
を
示
し

て
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
思
い
を
大
切

に
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

ぴっぷ良佳村の

　　　民間移譲について

村中町長

　良佳村３施設の運営方法について
　新たな形を検討する時期にきている

一般質問 ズバリ！ ここが聞きたい

□
質
問
・
八
巻
議
員

　
ぴ
っ
ぷ
ス
キ
ー
場
、
遊
湯
ぴ
っ
ぷ
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
な

る
「
ぴ
っ
ぷ
良
佳
村
」
は
、
道
内
最
大
級

の
町
営
リ
ゾ
ー
ト
施
設
で
あ
り
、
比
布
町

の
誇
る
べ
き
観
光
・
情
報
発
信
拠
点
で

す
。
ス
キ
ー
場
が
１
億
円
以
上
の
売
上
を

記
録
す
る
な
ど
高
い
評
価
を
得
る
一
方
、

そ
の
経
営
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
町
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ

る
役
場
庁
舎
の
改
築
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
町
民
が
最
も
懸
念
し
て
い
る
の
は
今

後
の
町
財
政
で
す
。
こ
の
厳
し
い
財
政
状

況
下
に
お
い
て
、
良
佳
村
の
経
営
維
持
は

町
に
と
っ
て
非
常
に
重
い
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
飽
和
や
周

辺
ス
キ
ー
場
の
再
開
発
機
運
の
高
ま
り

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
民
間
市
場
の
投
資

活
力
は
旺
盛
で
す
。

　

夏
冬
と
も
に
美
し
い
景
観
と
多
彩
な

施
設
を
持
つ
良
佳
村
に
は
、
民
間
資
本
に

よ
る
再
開
発
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
さ
ら
な

る
飛
躍
を
遂
げ
る
潜
在
価
値
が
十
分
に

あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
宝
で
あ
る
施
設
を
未
来
へ
引

き
継
ぐ
た
め
に
も
、
良
佳
村
の
民
間
移
譲

へ
の
道
を
模
索
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

町
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

■
答
弁
・
村
中
町
長

　

ぴ
っ
ぷ
良
佳
村
は
、
平
成
10
年
に
交

流
促
進
施
設
「
良
佳
プ
ラ
ザ
・
遊
湯
ぴ
っ

ぷ
」
が
開
業
さ
れ
、
平
成
12
年
に
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
を
メ
イ
ン
施
設
と
し
た
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
ぴ
っ
ぷ
が
完
成
し
、
ぴ
っ

ぷ
ス
キ
ー
場
も
含
め
て
本
町
を
代
表
す

る
通
年
観
光
エ
リ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
に
つ
い
て
は
、
町
内
外

か
ら
約
15
万
８
千
人
の
方
に
訪
れ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
昨
今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
を
は
じ
め
と
す
る
運
営
経
費
の
高

騰
に
よ
り
、
黒
字
化
は
極
め
て
難
し
い

状
況
で
す
。

　

公
共
施
設
を
民
間
企
業
と
協
力
し
て

運
営
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
業
務
委

託
や
指
定
管
理
者
制
度
、
譲
渡
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
運
営
方
法
の
見
直
し
に
あ

た
っ
て
は
、
観
光
関
係
団
体
の
み
な
ら

ず
様
々
な
団
体
等
と
協
議
を
重
ね
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

町
財
政
へ
の
影
響
や
町
内
に
お
け
る
経

済
波
及
効
果
、
利
用
者
の
利
便
性
な
ど

各
施
設
、
各
方
法
を
多
面
的
に
分
析
し

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
良
佳
村
３
施
設
の
中
で
も
ス

キ
ー
場
に
つ
い
て
は
昭
和
42
年
の
営
業

開
始
か
ら
約
60
年
と
い
う
長
い
歴
史
が

あ
り
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
施
設
と
し

て
町
民
に
と
っ
て
も
特
別
な
施
設
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
町

民
が
「
私
た
ち
の
ス
キ
ー
場
」
と
言
え

る
よ
う
に
、
町
民
の
気
持
ち
に
寄
り
添

い
検
討
を
進
め
ま
す
が
、
良
佳
村
３
施

八
や

 巻
まき

　良
よし

 博
ひろ

　議 員
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設
を
現
在
の
運
営
方
法
で
長
期
的
に
維

持
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
新
た
な
形
を
検
討
す
る
時

期
に
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
良
佳
村
の
運
営
に
つ
い
て
、

複
数
の
民
間
事
業
者
が
興
味
を
示
し
て

い
ま
す
の
で
、
い
た
だ
い
た
提
案
を
十

分
に
研
究
し
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。

□
八
巻
議
員
　
現
時
点
で
具
体
的
な
も

の
が
な
い
の
は
重
々
承
知
し
て
い
ま
す

が
、
現
在
、
株
価
が
７
万
円
を
超
え
、

民
間
企
業
に
と
っ
て
の
バ
ブ
ル
状
態
と

な
っ
て
お
り
、
資
金
の
市
場
へ
の
流
入

は
顕
著
で
す
。

　

ぴ
っ
ぷ
良
佳
村
は
、
高
速
を
降
り
て

３
分
で
到
着
す
る
場
所
に
あ
り
、
Ｊ
Ｒ

や
バ
ス
も
通
じ
、
施
設
も
充
実
し
て
い

ま
す
。
今
こ
そ
観
光
業
者
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
企
業
に
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
時
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

■
村
中
町
長　

財
政
的
に
豊
か
で
は
な

い
中
で
、
現
在
、
一
番
新
し
い
リ
フ
ト

で
も
30
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
掛
け

替
え
に
８
億
円
程
度
か
か
り
ま
す
。
ま

た
、
圧
雪
車
も
１
億
円
程
度
必
要
と
な

る
な
ど
、
こ
の
ま
ま
町
営
で
運
営
し
て

い
く
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　

複
数
の
民
間
事
業
者
が
興
味
を
示
し

て
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
思
い
を
大
切

に
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

村中町長

　地域資源を有効活用し
　地域全体の価値を高める取組みを進める　

一般質問 ズバリ！ ここが聞きたい

□
質
問
・
谷
口
議
員

　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
の
到

来
を
受
け
、
町
は
こ
れ
ま
で
も
行
財
政

改
革
や
広
域
連
携
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
行
政
領
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

み
社
会
情
勢
も
大
き
く
、
ま
た
、
急
速

に
変
化
す
る
中
、「
住
ん
で
良
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
ま
ち
」
に
な
る
に
は
、
財
源

確
保
が
必
要
で
す
。
自
主
財
源
が
上
が

れ
ば
安
定
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
す
な
わ

ち
稼
ぐ
、
儲
け
る
自
治
体
へ
の
転
換
が

不
可
欠
で
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
町
長

に
伺
い
ま
す
。

❶
旧
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
宅
な
ど
未
利
用

地
の
貸
付
や
売
却
を
し
て
、
収
益
を
上

げ
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

❷
ス
キ
ー
場
な
ど
、
公
有
財
産
の
命
名

権
を
企
業
等
に
有
償
で
提
供
す
る
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
実
施
す
る
考
え
は
あ

り
ま
す
か
。

❸
ふ
る
さ
と
納
税
増
加
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
・

返
礼
品
の
拡
大
や
体
験
型
返
礼
品
の
強

化
を
図
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

■
答
弁
・
村
中
町
長

　

❶
の
ご
質
問
に
つ
い
て
は
、
行
政
目

的
に
よ
る
利
用
の
必
要
性
を
十
分
検
討

し
た
う
え
で
、
活
用
見
込
み
の
低
い
財

産
に
つ
い
て
は
維
持
管
理
経
費
な
ど
の

負
担
と
も
な
る
こ
と
か
ら
、
貸
付
や
売

却
を
含
め
た
民
間
事
業
者
に
よ
る
利
活

用
や
定
住
促
進
、
起
業
支
援
な
ど
、
地

域
活
性
化
に
つ
な
が
る
活
用
方
法
の
検

討
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
進
め
て
い
る
複
合
庁
舎

建
設
に
伴
い
、
将
来
的
に
活
用
方
法
の

見
直
し
が
必
要
と
な
る
公
共
施
設
や
土

地
に
つ
い
て
も
、
町
全
体
の
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
、
有
効
活

用
の
可
能
性
を
検
討
し
ま
す
。

　

❷
の
ご
質
問
に
つ
い
て
は
、
将
来
に

わ
た
り
持
続
可
能
な
施
設
運
営
を
実
現

す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
検
討

す
べ
き
時
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
た
な
財
源
の
確
保
や
施
設
の
よ
り
良

い
運
営
を
目
指
す
た
め
に
は
、
有
効
な

選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
、
公
共
施
設
を
民
間
企
業
等

の
名
称
に
変
更
す
る
こ
と
は
、
公
共
施

設
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
損
な
わ
れ
る

と
の
意
見
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、

慎
重
な
対
応
が
必
要
と
も
考
え
ま
す
。

中
で
も
、
本
町
に
お
い
て
、
観
光
施
設

の
「
顔
」
と
も
言
え
る
ぴ
っ
ぷ
ス
キ
ー

場
に
つ
い
て
は
、
昭
和
59
年
に
現
在
の

名
称
に
定
め
ら
れ
て
以
来
、
長
年
地
域

の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
、
歴
史
や
愛
着

が
育
ま
れ
て
き
た
大
切
な
財
産
で
す
の

で
、
施
設
名
称
が
地
域
に
深
く
定
着
し

て
い
る
場
合
や
、
施
設
の
性
格
上
、
特

定
の
企
業
名
を
冠
す
る
こ
と
が
な
じ
ま

な
い
場
合
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の

個
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

❸
寄
附
額
の
増
加
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
に

つ
い
て
は
、
各
種
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で

の
情
報
発
信
に
加
え
、
物
産
展
な
ど
各

種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
に
よ
る
新
規
寄

附
者
の
獲
得
や
寄
附
者
へ
の
メ
ー
ル
配

信
に
よ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
返
礼
品
は
配
送
型
が
中
心
で

あ
り
、
体
験
型
返
礼
品
は
ぴ
っ
ぷ
ス
キ
ー

場
の
リ
フ
ト
券
や
宿
泊
施
設
の
利
用
券

な
ど
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
体
験
型
返

礼
品
は
、
寄
附
者
が
本
町
を
訪
れ
、
町

内
で
の
食
事
や
買
い
物
、
観
光
な
ど
の

消
費
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

本
町
に
は
、
農
産
物
や
観
光
施
設
、

技
術
を
持
っ
た
事
業
所
な
ど
、
体
験
型

返
礼
品
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
資
源
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も

研
究
を
深
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
単
な

る
財
源
確
保
の
手
段
に
と
ど
め
る
の
で

は
な
く
、
町
の
産
業
振
興
や
町
内
消
費

の
拡
大
、
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
創

出
な
ど
に
つ
な
げ
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
に
資
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
取

り
組
み
ま
す
。

谷
たに

 口
ぐち

　雅
まさ

 浩
ひろ

　議 員

稼ぐ、儲ける自治体になるために
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習
を
進
め
る
方
向
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
現
在
改
訂
に
向
け
た
議
論

が
進
ん
で
い
る
次
期
指
導
要
領
に
お
い

て
は
、
中
学
校
技
術
科
の
中
に
明
確
に

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
を
は
じ
め
と
し
た

情
報
活
用
能
力
の
育
成
が
位
置
付
け
ら

れ
、
小
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
も
情
報
領
域
が
位
置
付
け
ら
れ
る
な

ど
、
学
習
内
容
と
し
て
系
統
的
に
明
確

化
さ
れ
て
い
く
議
論
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

本
町
も
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し

な
が
ら
保
護
者
へ
の
啓
発
の
機
会
を
設

定
、
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
や
、
先
行
し

て
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
充
実
を
喫
緊
の

課
題
と
捉
え
、
教
職
員
研
修
や
教
材
の
活

用
を
進
め
、
Ａ
Ｉ
時
代
を
よ
り
豊
か
に
生

き
抜
く
た
め
に
必
要
な
情
報
活
用
能
力

を
育
む
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

□
植
西
議
員
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ａ

Ｉ
を
活
用
可
能
に
な
る
こ
と
が
「
生
き

る
力
」
に
つ
な
が
る
と
お
考
え
で
す
か
。

■
三
浦
教
育
長　

体
験
や
経
験
を
も
と

に
し
た
リ
ア
ル
な
学
び
が
充
実
す
る
方

向
に
デ
ジ
タ
ル
が
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば

意
味
は
な
く
、
そ
の
先
に
あ
る
価
値
を

し
っ
か
り
と
見
据
え
た
一
つ
の
ツ
ー
ル

と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
重
視
し

て
い
ま
す
。

□
植
西
議
員
　
家
庭
で
の
リ
テ
ラ
シ
ー

啓
発
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

■
三
浦
教
育
長　

参
観
日
な
ど
の
機
会

を
活
用
し
な
が
ら
、
警
察
と
も
連
携
し

啓
発
し
て
い
く
予
定
で
す
。

認知症予防を家庭で

村中町長

　人それぞれに合った認知症進行予防の
　研究も必要と考える

一般質問 ズバリ！ ここが聞きたい

□
質
問
・
植
西
議
員

　
認
知
症
予
防
も
し
く
は
初
期
認
知
障

害
の
進
行
予
防
は
、
家
庭
に
溶
け
込
ん
で

こ
そ
、
本
来
の
予
防
効
果
が
発
揮
で
き
る

も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
ど
の

よ
う
に
各
家
庭
に
予
防
活
動
を
啓
発
し

て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

■
答
弁
・
村
中
町
長

　

体
を
動
か
す
こ
と
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
、
認
知
症
予
防
と
し

て
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
木
曜

体
操
事
業
及
び
自
宅
で
も
取
り
組
め
る

ピ
ピ
カ
ツ
リ
ハ
ビ
リ
体
操
（
シ
ル
バ
ー
リ

ハ
ビ
リ
体
操
）
の
普
及
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
場
所
を
選
ば
ず
本
人
の
身
体
状
況
に

応
じ
て
取
り
組
め
る
体
制
が
構
築
さ
れ

て
い
ま
す
。
併
せ
て
令
和
７
年
度
は
75
歳

以
上
の
方
を
中
心
に
、
町
と
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
の
連
携
に
よ
る
戸
別
訪
問
で

身
体
状
況
な
ど
の
確
認
を
行
い
、
適
切
な

事
業
へ
の
勧
奨
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

□
植
西
議
員

　
ふ
ま
ね
っ
と
運
動
は
、

声
か
け
と
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
こ
の
言
葉
の
使
い
方
で
快※

刺
激

と
な
っ
た
り
、
不
快
刺
激
と
な
っ
た
り

し
ま
す
。
ま
た
、
快
刺
激
が
要
介
護
状

態
の
進
行
を
妨
げ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
快
刺
激
を
認
知
症
予
防
に
つ
な

げ
る
こ
と
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
村
中
町
長　

保
健
セ
ン
タ
ー
や
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
に
専
門
の
知
識
が

あ
り
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
認
知
症
進

行
予
防
も
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
町
独

自
で
可
能
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
事
例
も

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
研
究
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

□
植
西
議
員
　
学
校
教
育
の
中
で
情
報

教
育
（
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
）
を

施
す
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
が
、
教

育
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

■
三
浦
教
育
長　

文
部
科
学
省
で
は
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
と
と

も
に
、
「
情
報
活
用
能
力
」
を
言
語
能
力

と
同
様
に
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・

能
力
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
こ

の
情
報
活
用
能
力
に
は
、
必
要
な
情
報

を
収
集
・
整
理
す
る
力
、
情
報
の
真
偽

を
見
極
め
る
力
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
生
成
Ａ
Ｉ

を
適
切
に
活
用
す
る
力
、
情
報
を
倫
理

的
に
発
信
す
る
力
な
ど
が
含
ま
れ
て
お

り
、
単
に
端
末
を
使
い
こ
な
す
こ
と
で

は
な
く
、
情
報
を
主
体
的
か
つ
批
判
的

に
扱
う
力
の
育
成
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
発
達
段
階

に
応
じ
た
指
導
や
教
科
等
横
断
的
な
情

報
教
育
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
リ
ス
ク
理
解
、

著
作
権
や
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
学

植
うえ

 西
にし

　浩
こう

 一
いち

　議 員

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
に
つ
い
て

※
快
刺
激
と
は

　

対
象
者
に
と
っ
て
心
地
良
い
と
感
じ
る

言
葉
や
対
応
。
表
情
な
ど
を
見
な
が
ら
選
択

す
る
必
要
が
あ
り
、
難
し
さ
も
あ
る
が
認
知

症
進
行
予
防
に
有
効
と
言
わ
れ
て
い
る
。
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全
員
協
議
会
を
開
催

全
員
協
議
会
を
開
催

複
合
庁
舎
建
設
に
向
け
て

複
合
庁
舎
建
設
に
向
け
て

審　議

　
何
を
も
っ
て
町
民
の
合
意
形
成
が
得

ら
れ
た
と
判
断
す
る
の
か
。

　
様
々
な
ご
意
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
質
疑
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
一
定

程
度
の
賛
成
や
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
れ

ば
、
一
定
の
理
解
を
得
ら
れ
た
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
議
員
皆

さ
ま
の
判
断
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

 

物
価
高
騰
へ
の
対
応

　
極
端
に
物
価
高
騰
し
た
場
合
に
は
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
物
価
高
騰
が
ど
の
程
度
に
な
る
か
は
、

現
時
点
で
正
確
に
見
通
す
こ
と
が
難
し

い
状
況
で
す
。
た
だ
し
、
地
域
未
来
交

付
金
は
物
価
の
上
昇
分
が
認
め
ら
れ
て

い
る
た
め
、
そ
の
時
点
で
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
ど
れ
だ
け
財
政

が
耐
え
ら
れ
る
か
を
判
断
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

 

工
事
期
間
中
の
対
応

　
工
事
事
務
所
や
駐
車
場
を
ど
の
よ
う

に
想
定
し
て
い
る
か
。

　
ひ
ま
わ
り
荘
を
解
体
し
て
駐
車
場
に

す
る
予
定
で
す
。
現
場
事
務
所
も
設
置

し
、
車
両
の
出
入
口
を
複
数
箇
所
設
け

る
こ
と
で
、
周
辺
住
宅
へ
の
影
響
を
最

小
化
し
ま
す
。

 

事
業
費
の
償
還
に
つ
い
て

　
総
事
業
費
全
体
の
償
還
は
い
つ
頃
を

予
定
し
て
い
る
か
。

　
償
還
終
了
は
令
和
40
年
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

 

透
明
性
と
チ
ェ
ッ
ク
体
制

　
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
で
一
社
が
設

計
か
ら
施
工
を
行
う
と
、
透
明
性
の
問

題
が
生
じ
る
の
で
は
。
外
部
有
識
者
や

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
調
整
し
て
い
く
の
か
。

　
第
三
者
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て

は
、
監
理
業
務
を
委
託
し
、
施
工
状
況

に
つ
い
て
別
の
視
点
か
ら
確
認
し
て
も

ら
い
ま
す
。
同
時
に
職
員
に
つ
い
て
も
、

こ
の
大
き
な
事
業
を
機
に
経
験
を
積
み
、

今
後
の
事
業
に
生
か
せ
る
よ
う
な
体
制

を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

補
助
金
に
つ
い
て

　

交
付
金
の
対
象
範
囲
は
。

　
地
域
未
来
交
付
金
は
事
業
費
の
２
分

の
１
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
対
象
は
町
民

利
用
ス
ペ
ー
ス
（
地
域
く
ら
し
サ
ー
ビ

ス
拠
点
）
に
関
わ
る
部
分
で
、
実
施
設

計
分
の
採
択
額
は
約
１
億
２
、
３
０
０
万

円
で
す
。
毎
年
度
申
請
と
な
り
、
補
助

上
限
額
は
10
億
円
で
す
。
　

 

町
民
説
明
会
に
つ
い
て

　
説
明
会
の
参
加
人
数
は
十
分
と
考
え

て
い
る
か
。

　
第
１
回
説
明
会
は
約
40
名
、
第
２
回

説
明
会
（
５
月
９
日
・
11
日
）
は
11
名

と
８
名
の
参
加
が
あ
り
、
出
前
講
座
は

各
団
体
15
～
20
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
第
１
回
説
明
会
で
内
容
を
理
解
い

た
だ
い
た
方
が
多
か
っ
た
た
め
、
第
２

回
の
参
加
が
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
出
前
講
座
で
も
多
く
の
依
頼
を

い
た
だ
き
、
全
体
と
し
て
は
お
お
む
ね

住
民
に
ご
理
解
い
た
だ
い
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

全
員
協
議
会
（
５
月
１
日
・
20
日
開
催
）
が
開
か
れ
、
複
合
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
主
な
審
議
内
容
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

…
委
員
か
ら
の
質
疑

…
担
当
か
ら
の
回
答

Ｑ

ＱＡ

ＱＱＱ

ＱＱ

ＱＡ

Ａ

Ａ Ａ Ａ

ＡＡ
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常
任
委
員
会

常
任
委
員
会  

調
査
レ
ポ
ー
ト

調
査
レ
ポ
ー
ト

…
委
員
か
ら
の
質
疑

…
担
当
か
ら
の
回
答

ＱＡ

総
務
常
任
委
員
会
（
６
月
８
・
10
日
開
催
）、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
６

月
４
日
開
催
）
が
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
、
所
管
分
野
に
関
す
る
課
題
等
に
つ

い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
主
な
内
容
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
は
50
・

１
％
で
、
国
保
加
入
者
が
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
移
行
し
た
こ
と
に
よ
る
対

象
者
の
減
少
に
伴
い
、
受
診
者
数
も
減

少
し
て
い
ま
す
。
特
に
50
代
・
60
代
の

受
診
率
低
下
が
課
題
で
す
。 

特
定
健
康
診
査
の

   

　
　
受
診
率
向
上
へ

 

令
和
８
年
度
冬
期
か
ら
、
利
用
対
象

年
齢
の
引
き
上
げ
や
、
日
常
的
に
自
家

用
車
の
使
用
が
不
可
欠
な
世
帯
へ
の
対

応
、
利
用
料
金
の
定
額
制
導
入
な
ど
の

改
正
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
家
庭
の
除
雪
カ
ル
テ
作
成

に
よ
っ
て
、
除
雪
範
囲
な
ど
を
明
確
化

す
る
仕
組
み
も
構
築
さ
れ
ま
す
。

　
旧
新
町
団
地
跡
地
の
町
有
地
を
「
株

式
会
社
生
活
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
」
に
無
償

譲
渡
。
移
住
定
住
促
進
の
た
め
、
民
間

の
営
業
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
ま
す
。

常
任
委
員
会 

調
査
レ
ポ
ー
ト

総務常任委員会

戸建住宅
用地

戸建住宅
用地

北
１
線
道
路

ぴっぷ
球場

戸建住宅
用地

戸建住宅
用地

戸建住宅
用地

戸建住宅
用地

戸建住宅
用地

戸建住宅
用地

集合住宅
（４戸）
用　地

集合住宅
（４戸）
用　地

コミュニティー
スペース

第２次分譲予定地

▲旧新町団地跡地　整備イメージ図

▲特定健康診査

保健福祉課

除
雪
サ
ー
ビ
ス
改
正
案
が

示
さ
れ
ま
し
た

保健福祉課

町
有
地
を

民
間
企
業
に
無
償
譲
渡

総務企画課

　
除
雪
サ
ー
ビ
ス
の
年
齢
引
き

上
げ
に
よ
り
、
既
利
用
者
と
新

規
の
同
年
齢
者
と
の
間
に
不
公

平
感
が
生
じ
な
い
か
。

　
民
生
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会

と
連
携
し
、
一
人
一

人
丁
寧
に
事
情
を
聞

き
取
り
、
納
得
を
得

な
が
ら
制
度
移
行
を

進
め
る
。

ＱＡ

※対象者は比布町国保通年加入者

項　　目 ５年度 ６年度 ７年度

対象者数※ 540 人 510 人 495 人

受 診 者 数 282 人 266 人 248 人

受 診 率 52.2％ 52.2％ 50.1％

特定健康診査受診率年次推移

Ａ Ｑ　
病
院
に
通
っ
て
い
る
こ
と
で
健

診
を
受
け
な
い
方
も
多
い
が
、
大

き
な
病
気
の
発
覚
リ
ス
ク
が
高
ま

る
世
代
に
対
し
て
は
、「
健
診
は
別

で
受
け
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う

呼
び
か
け
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

　
市
内
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の

健
診
体
制
を
整
備
し
、
若
い
年
代

か
ら
の
習
慣
化
と
50
代
・
60
代
へ

の
呼
び
か
け
を
強
化
す
る
。
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返
礼
品
の
在
庫
状
況
は
。

　
最
も
人
気
の
ゆ
め
ぴ
り
か
は
、

農
園
に
よ
っ
て
は
、
既
に
令
和
７

年
度
の
お
米
の
在
庫
が
な
い
状

況
。

　
そ
の
他
の
返
礼
品
は
ま
だ
余
裕

が
あ
り
、
現
在
も
受
け
付
け
て
い

る
状
況
。
事
業
所
と
連
携
し
、
在

庫
以
上
の
受
け
付
け
は
控
え
て
い

る
。

ＱＡ

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が

本
格
稼
働
。
多
言
語
化
と
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
へ
の
対
応
が
可
能
と
な
り
、
外

国
人
対
応
を
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
キ
ー
場
60
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
記
念
グ
ッ
ズ
や
イ
ベ
ン
ト
企

画
を
検
討
中
。

　
ナ
イ
タ
ー
営
業
時
間
や
リ
フ
ト
料
金

の
見
直
し
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
な

ど
、
来
場
者
の
増
加
に
向
け
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
持
続
可
能
型
農
業
支
援
事
業
で
は
、

自
動
操
舵
装
置
の
要
望
が
５
件
と
最
も

多
く
、
13
件
の
要
望
に
対
し
て
、
執
行

予
定
額
４
、８
５
８
、５
０
０
円
。

　
青
果
物
等
作
付
推
進
事
業
は
、
さ
つ

ま
い
も
苗
の
要
望
が
５
件
と
最
も
多

く
、
10
件
の
要
望
に
対
し
て
、
執
行
予

定
額
３
、９
７
０
、４
０
０
円
で
、
予
算

内
で
の
対
応
が
可
能
。

産業建設常任委員会

　
令
和
７
年
度
の
寄
付
額
は
８
、

２
９
２
万
２
、５
０
０
円
。
返
礼
品
は
、

お
米
が
76
・
４
％
を
占
め
、
最
も
人

気
な
の
は
、
ゆ
め
ぴ
り
か
５
㎏
で
す
。

ＱＡ

　
ナ
イ
タ
ー
営
業
時
間
見
直
し
の

背
景
は
。

　
ナ
イ
タ
ー
照
明
が
老
朽
化
し
、

設
備
更
新
に
多
額
の
費
用
を
要
す

Ａ Ｑ

Ｑ

Ａ
ぴ
っ
ぷ
ス
キ
ー
場
の

　
　
　
　
　
　
営
業
方
針

商工観光課

ふ
る
さ
と
納
税
が
好
調

比
布
の
特
産
品
を
全
国
へ

商工観光課

機
械
化
に
よ
る

　
生
産
性
向
上
を
支
援

農林課
　
な
ぜ
売
却
で
は
な
く
無
償
譲
渡

な
の
か
。

　
こ
れ
ま
で
町
が
分
譲
地
と
し
て

販
売
し
て
き
た
土
地
は
売
却
が
進

ま
な
い
事
例
も
見
受
け
ら
れ
た
。

町
は
不
動
産
業
者
で
は
な
く
、
営

業
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
限
界
が
あ
る
。
一
方
、
民
間
業

者
は
豊
富
な
営
業
網
を
有
し
て
お

り
、
流
動
化
を
促
進
で
き
る
。

　
ま
た
、
民
間
業
者
に
「
比
布
町

は
商
売
に
な
る
地
域
」
と
認
識
し

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
感
じ
て

い
る
。

項　目 ５年度 ６年度 ７年度

１２月 5,556 人 6,700 人 4,993 人

１月 24,853 人 22,894 人 23,648 人

２月 17,547 人 17,171 人 15,734 人

３月 5,314 人 6,359 人 6,988 人

合　計 53,270 人 53,124 人 51,363 人

ぴっぷスキー場来場者数

※令和８年５月 28 日現在

　
補
助
対
象
と
な
っ
た
機
械
や

事
業
内
容
の
事
例
は
農
業
者
に
共

【地域別　寄付の状況】

有
さ
れ
て
い
る
か
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か

ら
個
別
事
業
者
の
特
定
に
つ
な
が

る
情
報
は
共
有
し
て
い
な
い
が
、

募
集
時
に
対
象
と
な
る
機
械
の
例

示
方
法
を
工
夫
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
農
協
と
も
連
携
を
図
っ

て
い
く
。

る
た
め
、
縮
小
を
検
討
し
て
い
る
。

一
方
で
、
ナ
イ
タ
ー
利
用
者
を
増

や
す
た
め
の
対
策
も
検
討
し
て
い

る
が
、
費
用
面
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　
令
和
８
年
５
月
末
現
在
で
は
１
、

５
４
５
万
４
、
０
０
０
円
で
、
前
年
同

月
比
１
５
４
％
と
好
調
で
す
。

　
令
和
８
年
10
月
か
ら
の
新
基
準
に

対
応
し
た
返
礼
品
の
充
実
を
図
り
ま

す
。



￥

選
挙
で
町
長
を
選
ぶ

町
民
の
た
め
の
仕
事
を
す
る

予算や条例を提案

賛否を決めて町長に伝える

町
民
の
声
を
聴
く

選
挙
で
議
員
を
選
ぶ

町民

町長議会

町民・町長・議会の関係

より多くの皆さまに議会の役割や活動を知っていただくためより多くの皆さまに議会の役割や活動を知っていただくため
今号から３回にわたり「議会のシゴト」をテーマに連載します。今号から３回にわたり「議会のシゴト」をテーマに連載します。

議会議会ののシゴトシゴト
町民の声をまちづくりにつなげる。

 議会ってどんな仕事？ 

町の課題や施策につ

いて質問し、町政の

改善を求めます。

町のお金が適切に使

われるように内容を

詳しく審査します。

町のルール（条例）

を審査し、必要に応

じて制定や改正を行

います。

町の仕事が正しく

行われているかを

チェックし、改善を

求めます。

比布町議会議員は
９人で構成されて
います。

役職により報酬額が
異なります。

議会は、町の将来や行

政運営について議論し、

決定する機関です。

議員は町民の代表とし

て、町の仕事が正しく

行われているかを確認

し、より良い町にする

ための提案や審査を行

います。

一般質問 予算・決算審査 条例審査 行政チェック

数字で見る議会

９人

議員定数 議員報酬（月額）※

193,000　～

　275,000
円

円

連 載
第 １ 回

※所得税控除前の金額

（佐藤良彦 議員）（八巻良博 議員）

議員のやりがいは？Q 議員活動を通して
得たことは？

Q

町民の皆さんの声を聞く
大切さ、地域の魅力発信、
地域の課題解決に向けて
学ぶ良い機会をいただき
ました。

比布町の未来を創る一翼
となっていることにやり
がいを感じます。
様々な方に挑戦してほし
いです。

議員に聞いてみました！Interview
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比布町議会の年間スケジュール

下旬

６月
上旬

行政等から提出さ

れる議案を審議し

ます。

第２回定例会（１日程度）

町内行事や各種会議等（年間 40 日

程度）への参加や、地域課題の把握

に努めるため、町民のみなさまの意

見や要望を伺い、町政に反映させる

取り組みを行っています。

その他の議員のシゴト

３月
上旬

３月定例会では「予算特別委員会」が

開かれ、新年度予算について、町民の

立場に立った

公平なものに

なっているか

などを議論し

ます。

第１回定例会（４日程度）

９月
上旬

９月定例会では、決算審査を行う「決

算特別委員会」が開かれ、町の予算

について、より適正で効率的な使い

方を議論します。

第３回定例会（３日程度）

12月
中旬

行政等から提出される議案を審議し

ます。

第４回定例会（１日程度）

11月
上旬

他の自治体等の活動状況や取り組み

について調査・研究を行います。

常任委員会出向調査

10月
上旬

町の課題や議会運営について町民の

皆さんと話し合う「議会と話そう」

を行います。

住民との意見交換会

11月

緊急を要する議案を審議します。

第３回臨時会

１月
下旬

緊急を要する議案を審議します。

第１回臨時会

定例会や臨時会の前に議案の調査

を行う常任委員会と議会の運営に

ついて協議を行う議会運営委員会

を開催します。

３月
下旬

緊急を要する議案を審議します。

第２回臨時会

比布町議会の１年の流れを一部ご紹介します。

下旬
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広報委員が聞く！

町民インタビュー町民インタビュー町民インタビュー

　

介
護
予
防
事
業
で
「
カ
ラ
オ
ケ
で
合
唱
」「
童
謡
で

合
唱
」
を
指
導
し
て
い
ま
す
。「
一
人
で
は
恥
ず
か
し

く
て
声
を
出
せ
な
い
」「
懐
か
し
い
」「
１
月
１
日
の

唱
歌
は
学
校
の
登
校
日
で
、
校
長
先
生
か
ら
あ
り
が

た
い
話
を
聞
い
た
」な
ど
唄
も
心
も
解
放
さ
れ
て
、「
こ

の
次
は
昭
和
40
～
50
年
代
の
昭
和
の
唄
も
や
っ
て
欲

し
い
」
と
の
話
が
出
ま
し
た
。「
嬉
し
か
っ
た
ら
続
け

た
い
」「
何
か
し
た
い
事
が
あ
る
」
そ
ん
な
方
た
ち
と
、

比
布
町
で
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
に
も
、
皆
で
お
互
い

様
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
１
月
議
会
か
ら
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
」

(

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化)

を
し
ま
し
た
。
現
代
の
機
器

を
上
手
に
生
か
し
て
議
会
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

紙
を
廃
止
す
る
こ
と
で
町
と
議
会
で
、
こ
れ
ま
で

３
万
６
０
０
０
枚
の
節
減
、
議
会
か
ら
の
連
絡
も
タ

ブ
レ
ッ
ト
に
送
ら
れ
、
か
つ
保
存
性
に
優
れ
、
ツ
ー

ル
と
し
て
も
最
高
で
す
。

　

６
月
議
会
は
６
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。
練
り

上
げ
ら
れ
た
質
問
を
今
号
で
お

読
み
く
だ
さ
い
。     

 　
　
　
　
　

  

（
遠え

ん
ど
う藤 

ハは

る

こ

ル
子
）

谷
たにこし

越 千
ち さ と

里さん（南町）

「ありがとう」をやりがいに

　利用者の皆さんが親切に接してくださり、毎

日楽しく仕事に取り組むことができています。

　利用者さんから「ありがとう」と感謝の言葉

をいただくことが嬉しく、それが仕事のやりが

いにつながっています。

　冬場の運転は特に大変でした。雪道や路面状

況に気を配りながら、利用者さんに安心して利

用してもらえるよう、安全運転を心がけていま

す。

（インタビュアー：谷
たにぐち

口 雅
まさひろ

浩）

　高齢者移動支援サービス（ぴぴたく）の事業

が始まった当初は、一軒一軒訪問して事業の説

明に伺いました。どのような事業なのか、どん

な人が運転するのかを知ってもらうことで、利

用者さんに安心して利用していただけると思

い、丁寧に説明することを心がけました。

Ｑ 大変だったことは？

Ｑ ぴぴたく運転手のやりがいは？

澤
さ わ だ

田 勇
いさむ

さん（東町）

「歩くからこそ見える発見」

　Windows11 の新しい機能や無料ソフトの利

用を楽しんでおり、11 年間続けているブログ

（Facebookにもシェア）に載せることもあります。

　定年退職後、終の棲家として比布町にお世

話になって、早や２７年目になりました。

　私は新しい地に赴任したら、歩くことでそ

の地を知ることを大切にしてきました。「足で

稼いでなんぼ」なんて時代遅れと言われるか

もしれませんが、歩くからこそ見える新しい

発見があり、町の現状や町民の要望を知り、

その気づきを議会に反映してもらいたいです。

（インタビュアー：遠
えんどう

藤 ハ
は る こ

ル子）

　教え子の同期会に招待され道東の標津町に

行ってきました。皆いいお爺ちゃん、お婆ちゃ

んになっていましたが、中学生時代に戻り、昔

話に花が咲きました。その後も手紙や電話をく

れたり、比布町に立ち寄ってくれたりと交流が

続き、「次は比布で開くよ」「元気でね」などの

声をかけてもらい、嬉しいやら有難いやらです。

Ｑ 最近どんなことをしていますか？

Ｑ 最近嬉しかったことは？

Ｑ 議会に期待することは？

Ｑ 利用者さんに安心してもらうために工夫した

　 ことは？
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